
２
０
２
１
年
度  

ま
ち
づ
く
り
活
動
責
任
者
会
議 

 

 
 

日
時
：
２
０
２
１
年
１１
月
２５
日(

木)

１３
時
～
１７
時
ま
で 

 

      

こ
の
日
は
、
日
本
医
療
福
祉
生
活
協

同
組
合
連
合
会 

ま
ち
づ
く
り
委
員

長 

高
橋
勇
美
さ
ん
の
基
調
報
告
で

始
ま
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
議
の
目
的
と
し
て
、
①
上
半

期
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
共

有
と
、
下
半
期
に
向
け
て
の
意
思
統
一

を
図
る
。
②
く
ら
し
を
支
え
、
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
設
計

を
描
く
。
③
学
習
講
演
、
各
地
の
活
動

報
告
か
ら
今
後
の
取
り
組
み
を
検
討

す
る
。
と
し
て
３
つ
の
情
勢
と
４
つ
の

重
点
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

  

一
つ
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
爆
発
。
二
つ
目
は
、
憲
法
や
平
和
、

核
兵
器
廃
絶
、
福
島
原
発
事
故
後
。
三

つ
目
は
、
社
会
保
障
と
「
骨
太
方
針
２

０
２
１
」。 

  

①
幅
広
い
連
携
で
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
「
居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る
ま
ち 

 
 

    

づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。 

 

・
班
や
支
部
な
ど
顔
の
見
え
る
範
囲 

で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
か
ら
、
組

合
員
の
枠
を
超
え
、
他
団
体
や
自
治
体

と
も
連
携
し
、
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

 
・
創
意
工
夫
に
よ
る
集
い
の
場
の
継

続
と
、
集
ま
れ
な
い
場
合
の
方
法
も
模

索
し
、
新
た
な
組
合
員
活
動
を
創
造
し

つ
な
が
り
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

 

②
「
困
っ
た
」
に
気
づ
き
寄
り
添
え

る
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
解
決
す
る

「
ち
か
ら
」
を
つ
け
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。 

 

③
日
本
国
憲
法
を
学
習
し
、
平
和
を

守
る
運
動
を
す
す
め
、
医
療
生
協
の
理

念
「
健
康
を
つ
く
る
・
平
和
を
つ
く
る
・

い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
」
を
推
進

し
ま
す
。 

 

④
震
災
被
害
を 

風
化
さ
せ
ず
、
原 

発
ゼ
ロ
を
求
め
連 

帯
し
た
取
り
組
み 

を
進
め
ま
す
。 

 

続
く
学
習
講
演
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
「
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
」
代
表
理
事 

藤
田
孝
典
さ
ん
の
「
コ
ロ
ナ
禍
で
貧
困

問
題
に
向
き
合
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

で
、
生
存
の
た
め
の
コ
ロ
ナ
対
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
範
に
取
り
組
む
中
で
、 

労
働
問
題
や
生
活
困
窮
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
差
別
に
直
面
す
る
人
々
の
相
談
に

応
じ
、
現
場
の
声
を
も
と
に
、
コ
ロ
ナ

危
機
の
も
と
で
人
び
と
の
生
存
を
守

る
た
め
の
、
具
体
的
な
政
策
提
言
や
ア

ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
状
況
改
善
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
を
し
て
い
る
。 

 
 
 

✕ 
 
 

✕ 
 
 

✕ 

 

各
地
の
生
協
報
告
は
３
本
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

報
告
①
は
、
群
馬
県
高
崎
市
の
は
る

な
生
協
「
え
が
お
（
ご
縁
の
あ
っ
た
方

と
笑
顔
で
つ
な
が
る
場
所
）、 

 

高
齢
者
が
歩
き
回
れ
る
ま
ち
づ
く

り
で
「
す
わ
る
」
場
所
が
出
会
い
の
場

所
と
い
う
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
ん

な
の
で
し
た
が
、
街
中
に
ベ
ン
チ
が
あ

れ
ば
そ
こ
で
一
休
み
、
今
日
は
あ
の
ベ

ン
チ
ま
で
出
か
け
て
み
よ
う
か
な
、
べ

ん
ち
で
知
ら
な
い
人
と
の
世
間
話
し

な
ど
、
今
で
は
ベ
ン
チ
の
回
り
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
、
移
動
パ
ン
屋
さ

ん
、
希
少
野
菜
販
売
、
は
じ
か
れ
野
菜

市
な
ど
、
今
後
も
楽 

し
い
「
憩
い
の
場
」 

に
な
れ
ば
と
の
願
い 

が
あ
り
ま
す
。 

 

報
告
②
は
、
福
島
医
療
生
協
か
ら
の

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
」
を
止

め
る
と
り
く
み
。 

 

活
動
は
２
０
２
０
年
９
月
か
ら
、
処

理
水
の
海
洋
放
出
の
議
論
が
本
格
化
、 

２
０
２
１
年
４
月
に
コ
ロ
ナ
禍
に
乗

じ
て
海
洋
放
出
が
決
定
、
地
元
置
き
去

り
、
国
際
社
会
へ
の
説
明
も
不
十
分
な

事
も
あ
り
、
２
０
２
１
年
９
月
か
ら
、

福
島
医
療
生
協
で
署
名
活
動
を
開
始
、

現
在
も
反
対
の
運
動
を
進
め
る
。 

 

報
告
③
は
、
沖
縄
医
療
生
活
協
同
組

合
か
ら
の
「
沖
縄
の
い
ま
ー
施
政
権
返

還
（
祖
国
復
帰
）
５０
周
年
を
前
に
し
て
」 

 

沖
縄
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
美
し
く
ゆ

っ
た
り
し
た
場
所―

癒
し
の
島
と
人

は
言
う
。
本
当
は
ど
う
な
の
か
、
長
く

日
本
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
日

本
の
高
度
成
長
期
も
ア
メ
リ
カ
軍
に

占
領
さ
れ
続
け
た
。 

 

復
帰
の
原
点
と
ま
ち
づ
く
り
は
「
核

も
基
地
も
な
い
平
和
な
沖
縄
」
の
実
現

の
た
め
に
「
私
た
ち
と
一
緒
に
た
た
か

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
こ
の
こ
と
を
最

後
に
呼
び
掛
け
ま
す
。 

（
事
務
局
） 

（２） 

オンライン 

会議に参加 

 

三
つ
の
情
勢
と
は 

四
つ
の
重
点
課
題 


